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‭北海道函館市における「子ども第三の居場所」‬

‭コミュニティモデルの開設と運営と車両整備（1年目）‬

‭完了報告書‬

‭【事業期間】‬

‭　2023年4月1日から2024年3月31日まで（1年間）‬

‭【目的】‬

‭　生き抜く力を育む「子ども第三の居場所」を開設・運営する。行政、NPO、市民、企業の‬

‭方々と協力し、誰一人取り残さない地域子育てコミュニティをつくることで、「みんなが、‬

‭みんなの子どもを育てる社会」を目指す。‬

‭【目標】‬

‭(開設事業)‬

‭●‬ ‭2024年1月31日までに「子ども第三の居場所」コミュニティモデルを開設する。‬

‭●‬ ‭運営開始までに関係各所(自治体・学校・SSWなど)へ事業の説明会を実施する。‬

‭(運営事業)‬

‭●‬ ‭2024年2月から「子ども第三の居場所」コミュニティモデルを運営する。‬

‭●‬ ‭2024年3月31日までに1日平均利用児童数を8人にする。‬

‭●‬ ‭児童への居場所、食事、生活習慣支援、学習支援などの安定的な提供。‬

‭●‬ ‭ボランティア等の地域住民や、行政、学校との関係構築。‬

‭●‬ ‭子どもの「経験の不足」を解消するような定期的なイベントを事業期間内に1回実施‬

‭する。‬

‭【事業内容】‬

‭1.北海道函館市における「子ども第三の居場所」コミュニティモデルの開設‬

‭1)‬‭物件現況:他法人所有ビル(築88年以上)‬

‭2)‬‭取得形態:賃料免除の長期使用貸借契約‬

‭3)‬‭内容:ビル用サッシ、サッシ、防水、塗装、木、金物、断熱気密、建具造作、内装、‬

‭電気、ガス、設備、器具、足場、外壁塗装、外部看板照明および配線等撤去、壁面‬

‭サイン、電話およびインターネット各工事、車両整備等‬

‭4)‬‭施設名称:カルチャーセンター臥牛館‬

‭5)‬‭面積:295.56㎡‬

‭6)‬‭構造:鉄筋コンクリート造陸屋根5階建‬

‭7)‬‭施設概要:学習・生活支援スペース、交流・遊技スペース、相談室、キッチン、トイ‬

‭レ等‬

‭2.北海道函館市における「子ども第三の居場所」コミュニティモデルの運営‬

‭1)‬‭期間:2024年2月〜2024年3月31日(週5日、放課後から19時まで開所)‬

‭2)‬‭場所:北海道函館市‬



‭3)‬‭対象:64名(家庭や自身に課題を抱えた小学生から高校生など)‬

‭4)‬‭内容:子どもとの1対1の関係を重視しながら、子どもたちの生活習慣形成や学ぶ意欲‬

‭向上を支援することで社会的相続を補完する。‬

‭【事業実績】‬

‭（開設事業）‬

‭●‬ ‭2024年1月31日までに「子ども第三の居場所」コミュニティモデルを開設した。‬

‭●‬ ‭運営開始までに関係各所（自治体・学校・町会など）へ出向いて、拠点概要資料を‬

‭もとに事業の説明を行った。‬

‭（運営事業）‬

‭●‬ ‭2024年2月1日から「子ども第三の居場所」コミュニティモデルの運営を始めた。‬

‭●‬ ‭2024年3月31日までに1日平均利用児童数を5人にした。‬

‭●‬ ‭児童への居場所、食事、生活習慣支援、学習支援などを安定的に提供した。‬

‭●‬ ‭ボランティア等の地域住民や、行政、学校との関係を構築した。‬

‭●‬ ‭子どもが何かを経験したくなるような地域交流イベント「オープンみかん箱」を事‬

‭業期間内に3回実施した。‬

‭【実績説明】‬

‭（開設事業）‬

‭①　子ども第三の居場所コミュニティモデルの開設にあたり、カルチャーセンター臥牛館を‬

‭改修するため次の工事及び備品購入並びに車両整備一式を行った。‬

‭1)‬‭外壁塗装および外構工事‬

‭2)‬‭4階相談室改修工事‬

‭3)‬‭各階電話設備工事‬

‭4)‬‭各階無線インターネット設備工事‬

‭5)‬‭1階生活室改修工事‬

‭6)‬‭3階学習室等改修工事‬

‭7)‬‭3階屋上広場人工芝敷設工事‬

‭8)‬‭3階屋上広場フェンス設置工事‬

‭9)‬‭屋外看板設置工事‬

‭10)‬‭3階屋上広場塗装工事‬

‭11)‬‭1階自動火災報知器受信機移設工事‬

‭12)‬‭3階屋上広場通路敷設工事‬

‭13)‬‭4階相談室硝子取付工事‬

‭14)‬‭3階生活室電気工事‬

‭15)‬‭3階学習室電気工事‬

‭16)‬‭4階相談室洗面化粧台設置工事‬

‭17)‬‭1階看板等設置工事‬

‭②　函館市担当部・担当課、函館市地域包括支援センターあさひ、函館市地域交流まちづく‬

‭りセンター、函館市内の主に校区に存する小学校、中学校及び高等学校、学童クラブ、町‬

‭会その他の関係各所に出向き、拠点概要資料をもとに事業の説明を行った。‬

‭（運営事業）‬

‭①　1階生活室を「おひるごはんカフェtaom」として運営を始めた。一般向けのプレオープ‬

‭ン営業を複数回行ったほか、会員及びイベント参加者に対する軽食の提供を行った。‬

‭②　2階学習支援室を「学びの探求塾」として運営を始めた。小中学生の登録者数は16人（‬



‭2024年3月31日現在）。就学援助・ひとり親世帯を含む。‬

‭③　3階学習室を「ベースキャンプ」とし、地域交流イベント「オープンみかん箱」を次の‬

‭とおり行った。‬

‭●‬ ‭3月10日　ゲストスピーカー　スティーブ「山登り大好きマンのお話」‬

‭　　　　　　　　　　　　　 曾我風太「カンボジアで見たこと、聞いたこと」‬

‭●‬ ‭3月16日　ゲストスピーカー　ソガ直人「僕らが会社を作ったわけ」‬

‭●‬ ‭3月26日　ゲストスピーカー　下沢杏奈「人生右往左往、だからいいじゃない！」‬

‭④　4階相談室を「スカイルーム」とし、スタッフのミーティングや各種相談を行った。‬

‭⑤　大学生及び大人のボランティアスタッフが参加した。‬

‭⑥　情報通信技術を活用（テックスープに登録して、Google WorkspaceやSlackを無償で利‬

‭用するなど）し、運営に関するデジタル化を推進した。‬

‭⑦　みかん箱のロゴを製作した。‬

‭⑧　ウェブサイト（www.mikanbako.info）、note、Instagram、Xにて広報を行った。‬

‭⑨　学び・出会い・感動を繰り返して、人生を豊かにする「みかん箱メソッド」を策定し‬

‭た。‬

‭【成果】‬

‭●‬ ‭1934年の函館大火を生き延び、先人達が受け継いできた歴史あるビルを、現代的な‬

‭「子ども第三の居場所」拠点に生まれ変わらせることができた。‬

‭●‬ ‭既存の周辺施設との違いを打ち出すために会員制の拠点とし、子どもの会員数を16‬

‭人にすることができた。‬

‭●‬ ‭2025年3月31日までにさらに会員数を増やし、子どもの1日平均利用者数が15人に‬

‭なっていることを目指す。‬

‭●‬ ‭2025年3月31日までに「おひるごはんカフェtaom」の運営を軌道に乗せ、会員、地域‬

‭住民及び訪日観光客らとの交流の場になっていることを目指す。‬

‭●‬ ‭2027年3月頃までに「みかん箱メソッド」が会員、保護者及び関係者に定着し、自己‬

‭肯定感、人や社会と関わる力など、将来の自立に向けた力を身につけた子どもたち‬

‭が巣立っていくと見込まれる。‬

‭【課題と対策案】‬

‭●‬ ‭会員数及び子どもの1日平均利用者数が足りていないので、会員募集の方法を多様化‬

‭すること。口コミ、SNS、関係機関からの紹介など。‬

‭●‬ ‭非常勤スタッフ、ボランティアスタッフを安定的に確保する必要があるので、ス‬

‭タッフ募集の方法を多様化すること。大学のサークルや教育機関等への働きかけ、‬

‭ボランティア単位認定の取り付けなど。‬

‭●‬ ‭「みかん箱メソッド」の実践と評価が不十分なので、実践プログラムの企画開発‬

‭や、評価方法の研究を行うこと。‬

‭●‬ ‭自立に必要な収入を確保するため、寄付、協賛、法人会員を募集すること。‬



‭資料‬

‭みかん箱のロゴ‬



‭拠点概要資料（オモテ面）‬



‭拠点概要資料（ウラ面）‬



‭オープンみかん箱チラシ‬



‭オープンみかん箱写真‬



‭学びの探求塾写真‬



‭スカイルーム写真‬

‭おひるごはんカフェtaom「はらごしらえ」の一例‬



‭ベースキャンプ会員募集チラシ‬


